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抗
弁
権
と
は
、ど
の
よ
う
な
権
利
か（
三
）
―
―
「
抗
弁
権
の
永
久
性
」論
を
検
討
す
る
た
め
に
―
―
鷹
巣
信
孝
一
は
じ
め
に
二
日
本
民
法
に
お
け
る
抗
弁
権
の
具
体
例
－
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
留
置
権
の
対
比
を
中
心
に－
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
七
巻
一
号
三
抗
弁
権
と
は
、
ど
の
よ
う
な
権
利
か（
一
）
－
一
時
的
抗
弁
権
と
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
・
独
立
的
抗
弁
権
と
非
独
立
的（
従
属
的
）抗
弁
権－
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
七
巻
二
号
四
抗
弁
権
と
は
、
ど
の
よ
う
な
権
利
か（
二
）
－
抗
弁
権
の
論
理
構
造
と
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁－
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
号
五
中
島
博
士
の「
抗
辯
論
」の
批
判
的
検
討
六
抗
弁
権
は
永
久
的
な
権
利
な
の
か
－
形
成
権
と
対
比
し
て－
七
「
抗
弁
権
の
永
久
性
」法
理
は
必
要
か
八
む
す
び
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四抗
弁
権
と
は
、ど
の
よ
う
な
権
利
か（
二
）
－
抗
弁
権
の
論
理
構
造
と
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁－
一
抗
弁
権
に
つ
い
て
第
二
章
と
第
三
章
で
述
べ
た
こ
と
を
、
私
の
独
特
の
方
法
論﹇
前
掲
注（
二
二
）参
照
﹈に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
、
つ
ま
り
抗
弁
権
と
い
う
権
利
を
本
質
・
実
体
・
現
象
形
態
と
い
う
三
つ
の
次
元
に
分
解
し
た
上
で
、
こ
れ
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
抗
弁
権
の
全
体
像
を
論
理
的
に
把
握
す
る
と
、
抗
弁
権
は
次
の
よ
う
な
論
理
構
造
を
も
つ
権
利
で
あ
る
。
即
ち
、
抗
弁
権
の
本
質
は
、
相
手
方
の
権
利（
債
権
・
物
権
的
請
求
権
・
形
成
権
）の
行
使
に
対
し
て
、
そ
の
効
力
が
発
生
す
る
こ
と
を
一
時
的
に
、
あ
る
い
は
永
久
に
阻
止
し
よ
う
と
す
る
意
思
で
あ
る
。
例
え
ば
、
債
権
者
の
給
付
請
求
に
対
し
て
給
付
を
拒
絶
す
る
意
思
や
、
所
有
権
者
が
物
権
的
請
求
権（
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
や
妨
害
排
除
請
求
権
）を
行
使
す
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
を
拒
絶
す
る
意
思
、
さ
ら
に
相
手
方
が
取
消
権
や
解
除
権
を
行
使
す
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
効
果（
形
成
権
の
実
体
を
な
す
形
成
力
）が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
、
つ
ま
り
形
成
力
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
取
消
や
解
除
の
効
果
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
意
思
が
抗
弁
権
の
本
質
を
な
す
。
形
成
権
の
行
使
が
除
斥
期
間
を
経
過
し
た
後
に
な
さ
れ
た
場
合
、
従
来
の
学
説
・
判
例
は
形
成
権
が
消
滅
し
て
い
る
の
で
、
形
成
権
行
使
の
効
果
が
発
生
し
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
形
成
権
を
行
使
さ
れ
た
相
手
方
の
除
斥
期
間
の
援
用
は
必
要
で
な
い
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
相
手
方
が
除
斥
期
間
経
過
後
の
形
成
権
行
使
の
効
果
の
発
生
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
除
斥
期
間
の
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
時
効
の
利
益
を
放
棄
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
可
能
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
除
斥
期
間
経
過
後
の
形
成
権
行
使
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
相
手
方
の
除
斥
期
間
の
援
用
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る﹇
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
四
六
巻
三
号
八
三
頁
以
下
参
照
﹈。
そ
し
て
、
こ
の
除
斥
期
間
の
援
用
権
を
抗
弁
権
と
解
す
る
私
見
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
の
学
説
の
よ
う
に
抗
弁
権
を
請
求
権
に
対
置
さ
せ
て
、
相
手
方
の
履
行
請
求
に
対
す
る
履
行
拒
絶
権
・
給
付
拒
絶
権
に
限
定
す
る
の
は
狭
す
ぎ
る
。
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に
も
拘
わ
ら
ず
、
従
来
の
学
説
が
右
の
よ
う
な
狭
い
捉
え
方
を
し
て
い
る
の
は
、
日
本
民
法
と
ド
イ
ツ
民
法
で
は
消
滅
時
効
の
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
除
斥
期
間
や
抗
弁
権
と
い
う
概
念
を
ド
イ
ツ
民
法（
学
）に
お
け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
請
求
権
が
時
効
に
か
か
り
、
相
手
方
に
履
行
拒
絶
の
抗
弁
権
が
認
め
ら
れ
る
（
第
三
章
二
節
参
照
）。
そ
し
て
、
除
斥
期
間
は
消
滅
時
効
と
は
正
反
対
の
概
念
と
さ
れ
る
た
め
に
、
除
斥
期
間
を
徒
過
す
れ
ば
権
利
は
当
然
に
消
滅
す
る
と
解
さ
れ
、
相
手
方
の
援
用
が
問
題
と
な
る
余
地
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
民
法
の
下
で
は
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
債
権
が
消
滅
す
る（
民
一
六
七
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
除
斥
期
間
は
消
滅
時
効
と
は
正
反
対
の
権
利
行
使
期
間
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
除
斥
期
間
を
徒
過
し
て
も
権
利
は
消
滅
し
な
い
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、ド
イ
ツ
の
学
説
の
よ
う
に
権
利
が
当
然
に
消
滅
す
る
と
し
て
、権
利
の
存
続
期
間
と
の
違
い
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う﹇
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
四
四
巻
四
号
一
七
六
頁
参
照
﹈。
ド
イ
ツ
民
法
のE
inrede
と
い
う
概
念
を
基
礎
づ
け
た
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、E
inrede
をA
nspruch
に
対
置
さ
せ
た
上
で
、
A
nspruch
の
行
使
に
対
し
て
給
付
義
務
者
が
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
り
請
求
権
の
貫
徹
を
阻
止
し
、
請
求
権
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
がE
inrede
の
機
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
一
一
五
）。
こ
の
よ
う
な
見
解
が
発
表
さ
れ
た
当
時
、
形
成
権
と
い
う
概
念
は
未
だ
発
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
請
求
権
だ
け
に
目
を
向
け
た
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
形
成
権
と
い
う
概
念
が
発
明
さ
れ
て
お
り
、
抗
弁
権
の
理
解
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
一
一
六
）。
そ
し
て
、
形
成
権
は
消
滅
時
効
に
服
す
る
こ
と
は
な
く
、
除
斥
期
間
に
服
す
る
が﹇
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
四
六
巻
三
号
六
七
頁
以
下
参
照
﹈、
除
斥
期
間
に
つ
い
て
も
援
用
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
援
用
権
は
抗
弁
権
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
消
滅
時
効
の
援
用
に
よ
り
権
利
が
消
滅
す
る
と
し
て
、
時
効
援
用
権
を
形
成
権
と
し
て
い
る﹇
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
四
五
巻
三
号
八
九
頁
、
同
四
五
巻
四
号
九
九
頁
以
下
参
照
﹈日
本
民
法
の
下
で
は
、
抗
弁
権
に
つ
い
て
も
ド
イ
ツ
と
は
異
な
っ
た
捉
え
方
が
必
要
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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注（
一
一
五
）W
indscheid/K
ipp,Lehrbuch
des
Pandektenrechts,B
d.l.,9.A
ufl.,1906,S.202f.
因
に
、Savigny,System
des
heutigen
röm
ischen
R
echts,B
d.5.,1841,S.152ff.,160f.,u.169
（
小
橋
一
郎
訳
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
第
五
巻﹇
成
文
堂
・
二
〇
〇
二
年
﹈一
五
二
頁
以
下
・
一
五
八
頁
・
一
六
六
頁
）は
、exceptio
を
原
告
のactio
の
効
力
を
阻
止
す
る
被
告
の
独
自
の
権
利
と
す
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
イ
と
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
抗
弁（
権
）論
に
つ
い
て
は
、
永
田
・
注（
一
六
）関
法
二
二
巻
四＝
五＝
六
合
併
号
一
二
九
頁
以
下
・
一
四
四
頁
以
下
、
坂
田
・
注（
八
五
）民
商
一
一
〇
巻
四＝
五
合
併
号
二
一
七
頁
以
下
、
坂
口
裕
英「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
お
よ
び
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
抗
弁
に
関
す
る
理
論
に
つ
い
て
―『
抗
弁
権
』と『
抗
弁
』の
分
化
―
」名
城
法
学
一
五
巻
一＝
二
合
併
号（
一
九
六
五
年
）七
八
頁
以
下
、Roth,N
.70,S.18ff.u.23
ff.
（
一
一
六
）
坂
田
・
注（
八
五
）民
商
一
一
〇
巻
四＝
五
合
併
号
二
二
五
頁
は
、
形
成
権
の
発
見
に
伴
っ
て
実
体
法
上
の
抗
弁
権
の
存
在
理
由
の
中
に
訴
訟
法
的
な
考
慮
を
織
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
実
体
法
上
の
抗
弁
権
の
訴
訟
的
契
機
を
導
き
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
に
はA
nspruch
とE
inrede
に
実
体
法
的
要
素
と
と
も
に
訴
訟
的
要
素
を
も
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
見
解（Larenz,
A
llgem
einer
T
eil
des
deutschen
bürgerlichen
R
echts,7.A
ufl.,1989.S.237ff.
）が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
理
論
で
は
な
く
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
イ
の
理
論
に
回
帰
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。R
oth,N
.70,S.307ff.
坂
田
・
注（
八
八
）民
商
一
一
〇
巻
六
号
六
一
頁
以
下
。
二
抗
弁
権
の
本
質
を
な
す
意
思
、
即
ち
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
意
思（
そ
の
典
型
は
給
付
を
拒
絶
す
る
意
思
）は
、
単
に
本
人
が
好
き
勝
手
に
自
己
の
内
心
に
お
い
て
懐
き
さ
え
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
に
正
当
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
社
会
的
承
認
が
得
ら
れ
る
の
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
要
件
に
合
致
す
る
場
合
や
、
法
律
に
定
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
法
定
さ
れ
て
い
る
要
件
を
類
推
す
る
と
、
公
平
の
原
則
や
信
義
則
に
照
ら
し
て
社
会
的
に
正
当
と
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
の
下
に
給
付
拒
絶
権
を
認
め
て
お
り
、
そ
れ
が
社
会
的
に
不
当
な
も
の
で
は
な
い
場
合
に
懐
く
、
効
果
発
生
を
阻
止
す
る
意
思
で
あ
る
。
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社
会
か
ら
正
当
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
こ
の
効
果
発
生
を
阻
止
す
る
意
思
に
は
、
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
力
が
付
与
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
相
手
方
が
権
利
を
行
使
し
て
来
た
時
に
、
相
手
方
に
対
し
て
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
は
阻
止
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
相
手
方
が
債
権
を
行
使
し
て
一
定
の
給
付
を
請
求
し
た
り
、
物
権
的
返
還
請
求
権
を
行
使
し
て
来
た
時
に
、
給
付
拒
絶
の
意
思
を
表
示
す
れ
ば
、
給
付
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
て
、
即
ち
給
付
義
務
の
不
履
行
が
正
当
化
さ
れ
て
、
義
務
違
反
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。
相
手
方
が
形
成
権（
例
え
ば
、
取
消
権
や
解
除
権
）を
行
使
し
て
き
た
時
に
、
除
斥
期
間
を
経
過
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
方
の
形
成
権
行
使
の
効
果
の
発
生
、
即
ち
取
消
や
解
除
と
い
う
効
果
の
発
生
は
阻
止
さ
れ
て
、
形
成
権
が
行
使
さ
れ
る
前
の
状
態
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
取
消
や
解
除
が
な
か
っ
た
状
態
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
消
権
や
解
除
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
前
提
に
自
己
の
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
当
事
者
は
、
そ
の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
既
に
給
付
義
務
を
履
行
し
て
い
た
場
合
に
は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
・
原
状
回
復
請
求
権
・
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
債
権
が
除
斥
期
間
に
服
す
る
場
合
に
は（
例
え
ば
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
が
民
法
七
二
四
条
後
段
の
二
〇
年
の
除
斥
期
間
に
服
す
る
場
合
に
は
）、
債
務
者
が
期
間
の
徒
過
を
理
由
に
し
て
支
払
を
拒
絶
す
れ
ば
、
債
権
の
実
体
を
な
す
請
求
力
は
永
久
に
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
自
然
債
務
に
転
化
す
る
こ
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
一
時
的
に
、
あ
る
い
は
永
久
に
阻
止
す
る
力
が
抗
弁
権
の
実
体
を
な
す
。
抗
弁
権
と
い
う
権
利
に
は
、
こ
の
よ
う
な
阻
止
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
一
時
的
に
、
あ
る
い
は
永
久
に
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
給
付
義
務
を
履
行
し
な
く
て
も
義
務
違
反
の
責
任
を
問
わ
れ
ず
に
済
む
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
阻
止
力
が
な
け
れ
ば
、
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
受
け
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
受
け
容
れ
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な
い
場
合
に
は
義
務
違
反
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
抗
弁
権
に
は
、
こ
の
よ
う
な
阻
止
力
が
内
在
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
抗
弁
権
は
抗
弁
権
と
い
う
独
特
の
権
利
で
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
阻
止
力
を
抗
弁
権
の
実
体
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
阻
止
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
抗
弁
権
の
本
質
を
な
す
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
発
生
を
阻
止
す
る
意
思
は
、
一
時
的
な
給
付
拒
絶
権
能
・
永
久
的
な
給
付
拒
絶
権
能
・
形
成
権
行
使
に
よ
る
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
権
能（
形
成
力
発
生
阻
止
権
能
）と
い
う
姿
を
と
っ
て
具
体
化
す
る
。
こ
れ
が
抗
弁
権
の
現
象
形
態
で
あ
る
。
前
章
第
一
二
節
に
お
い
て
、
独
立
的
抗
弁
権
や
非
独
立
的（
従
属
的
）抗
弁
権
と
い
う
分
類
は
必
要
で
な
い
が
、
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
や
一
時
的（
延
期
的
）抗
弁
権
と
い
う
分
類
は
、
抗
弁
権
に
つ
い
て
理
解
す
る
上
で
必
要
・
不
可
欠
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
図
式
化
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
図
1
抗
弁
権
の
論
理
構
造
本
質
実
体
現
象
形
態
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
発
生
を
阻
止
す
る
意
思
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
発
生
を
阻
止
す
る
力
一
時
的
な
給
付
拒
絶
権
能
永
久
的
な
給
付
拒
絶
権
能
形
成
力
発
生
阻
止
権
能
社
会
的
承
認
相
手
方
へ
の
意
思
表
示
な
お
、
ド
イ
ツ
の
学
説
の
中
に
は
、
一
時
的（
延
期
的
）抗
弁
権
・
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
の
ほ
か
に
、
請
求
権
制
限
的
抗
弁
権
anspruchsbeschränkende
E
inreden
od.vorübergehende
und
anspruchsbeschrankende
E
inreden
と
し
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
や
留
置
的
抗
弁
権
を
挙
げ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
（
一
一
七
）。
給
付
訴
訟
に
お
い
て
被
告
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
や
留
置
権
を
主
張
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
引
換
給
付
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
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ら
ず
（
一
一
八
）、
限
定
承
認
を
し
た
相
続
人
が
、
そ
の
旨
を
主
張
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
相
続
債
務
全
額
に
つ
い
て
給
付
判
決
を
し
た
上
で
、
相
続
財
産
の
限
度
に
お
い
て
弁
済
す
べ
き
旨
の
留
保
を
付
け
た
判
決（
留
保
判
決
）を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
一
九
）点
に
、
こ
れ
ら
の
抗
弁
権
の
特
殊
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
民
事
訴
訟
法
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
実
体
法
の
領
域
で
は
、
こ
れ
ら
の
抗
弁
権
は
一
時
的（
延
期
的
）抗
弁
権
に
分
類
す
れ
ば
足
り
、
独
自
の
種
類
の
も
の
と
し
て
分
類
す
る
必
要
は
な
い
。
注（
一
一
七
）R
oth,N
.70,S.38
u.169ff.
（
一
一
八
）
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
七
一
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
一
八
頁
以
下
、
柚
木
・
注（
五
五
）総
合
判
例
一
四
四
頁
以
下
、
大
判
・
明
治
四
四
年
一
二
月
一
一
日
・
民
録
一
七
輯
七
七
二
頁
、
大
判
・
大
正
七
年
四
月
一
五
日
・
民
録
二
四
輯
六
八
七
頁
、
最
判
・
昭
和
三
三
年
三
月
一
三
日
・
民
集
一
二
巻
三
号
五
二
四
頁
、
最
判
・
昭
和
三
三
年
六
月
六
日
・
民
集
一
二
巻
九
号
一
三
八
四
頁
な
ど
。
（
一
一
九
）
小
室
・
注（
九
四
）注
民
25
三
八
八
頁
、
同
・
注（
九
四
）新
注
民
27
五
〇
七
頁
、
大
判
・
昭
和
七
年
六
月
二
日
・
民
集
一
一
巻
一
〇
九
九
頁
、
大
判
・
昭
和
一
一
年
三
月
二
〇
日
・
新
聞
三
九
六
八
号
一
八
頁
な
ど
。
昭
和
七
年
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
穂
積
重
遠
・
判
例
民
事
法
⑿
昭
和
七
年
虎
・
八
七
事
件﹇
有
斐
閣
・
一
九
三
四
年
﹈二
八
四
頁
以
下
、
福
島
四
郎
・
家
族
法
判
例
百
選（
新
版
）﹇
有
斐
閣
・
一
九
七
三
年
﹈二
五
四
頁
以
下
。
三
法
律
の
規
定
や
法
律
の
類
推
、
あ
る
い
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
抗
弁
権
の
成
立
要
件
は
定
め
ら
れ
る
が
、
抗
弁
権
が
具
体
的
に
発
生
す
る
の
は
相
手
方
が
権
利（
債
権
・
物
権
的
請
求
権
・
形
成
権
）を
行
使
し
て
来
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
、
抗
弁
権
を
行
使
す
る
意
思
表
示
、
即
ち
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て（
具
体
的
に
は
、
給
付
拒
絶
の
意
思
表
示
や
形
成
力
の
発
生
を
阻
止
す
る
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
の
発
生
を
一
時
的
に
、
あ
る
い
は
永
久
に
阻
止
し
て
、
給
付
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
を
正
当
化
し
た
り
、
形
成
権（
取
消
権
や
解
除
権
な
ど
）が
行
使
さ
れ
る
前
の
法
律
関
係
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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要
す
る
に
、
抗
弁
権
も
権
利
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
権
利
者
が
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、
そ
の
本
来
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
の
で
あ
る（
行
使
効
果
説
）。
し
か
し
、
①
自
働
債
権
に
抗
弁
権
が
付
い
て
い
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
相
殺
は
許
さ
れ
な
い
。
②
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、
こ
れ
を
行
使
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
抗
弁
権
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
債
務
を
履
行
し
な
く
て
も
履
行
遅
滞
に
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
見
解（
存
在
効
果
説
）が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
が
、
わ
が
国
の
通
説
で
あ
り
、
判
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
一
二
〇
）。
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
発
生
し
て
い
て
も
、
こ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
給
付
拒
絶
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
義
務
の
不
履
行
の
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
ず
、
履
行
遅
滞
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
①
裁
判
に
な
る
前
の
段
階
と
、
②
裁
判
に
な
っ
た
段
階
を
区
別
・
連
関
づ
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る（
第
六
節
・
七
節
参
照
）。
抗
弁
権
の
つ
い
た
債
権
を
受
働
債
権
と
し
て
相
殺
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
自
己
の
有
す
る
抗
弁
権
は
、
こ
れ
を
行
使
し
な
い
で
放
棄
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
抗
弁
権
を
放
棄
す
れ
ば
、
抗
弁
権
の
つ
か
な
い
債
権
と
な
り
、
相
殺
を
妨
げ
る
事
情
が
な
く
な
り
、
相
殺
に
適
し
た
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
抗
弁
権
の
つ
い
た
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
相
殺
に
よ
っ
て
債
権
が
消
滅
す
る
限
度
に
お
い
て
、
相
手
方
は
抗
弁
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
相
手
方
の
抗
弁
権
を
放
棄
さ
せ
た
の
と
同
じ
結
果
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
抗
弁
権
の
つ
い
た
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
抗
弁
権
は
、
こ
れ
を
行
使
す
る
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
発
生
す
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
論
理
構
造
に
照
ら
す
と
、
右
の
見
解
は
理
論
的
な
考
え
方
と
い
う
よ
り
も
、
相
手
方
の
抗
弁
権
を
消
滅
さ
せ
る
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
政
策
的
な
判
断
が
先
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
を
す
る
こ
と
は
、
当
初
、
行
為
効
果
説
に
立
っ
て
、
ド
イ
ツ
民
法
三
九
〇
条
の
よ
う
な
相
殺
禁
止
規
定
が
日
本
民
法
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
相
殺
は
可
能
で
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あ
る
と
さ
れ
て
い
た
石
坂
博
士
が
（
一
二
一
）、
後
に
、
自
働
債
権
の
債
務
者
は
抗
弁
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
実
際
の
結
果
は
不
公
平
で
あ
る
と
し
て
、
相
殺
否
定
説
に
変
更
さ
れ
た
（
一
二
二
）例
を
見
れ
ば
、
恣
意
的
な
評
価
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
「
債
務
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
債
務
者
は
、
相
殺
を
も
っ
て
債
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」と
す
る
、
民
法
五
〇
九
条
の
政
策
判
断
に
比
べ
る
と
（
一
二
三
）、
抗
弁
権
の
つ
い
た
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
を
政
策
的
に
禁
止
す
る
こ
と
は
根
拠
が
弱
い
。
し
た
が
っ
て
、
抗
弁
権
の
つ
い
た
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
、
理
論
的
に
根
拠
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
民
法
五
〇
五
条
一
項
但
書
に
着
目
し
て
、
抗
弁
権
の
つ
い
た
債
権
は
相
手
方
の
債
務
の
性
質
上
、
相
殺
が
許
さ
れ
な
い
（
一
二
四
）、
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
注（
一
二
〇
）
①
相
殺
禁
止
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
七
三
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
二
〇
頁
以
下
、
清
水
・
注（
三
三
）東
北
学
院
62
号
二
二
〇
頁
以
下
、
磯
村
哲
編
・
注
釈
民
法
⑿﹇
有
斐
閣
・
一
九
七
〇
年
﹈三
九
六
頁
以
下﹇
中
井
美
雄
﹈、
深
谷
格「
抗
弁
権
が
付
着
し
た
債
権
の
相
殺
に
関
す
る
一
考
察
」西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
二
九
巻
二＝
三
合
併
号（
一
九
九
七
年
）五
九
頁
以
下
、
萩
澤
達
彦「
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
権
利
抗
弁
と
し
て
の
性
質
に
つ
い
て
」成
蹊
法
学
七
五
号（
二
〇
一
一
年
）一
六
九
頁
以
下
。
②
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
履
行
遅
滞
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
七
三
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
二
二
頁
、
清
水
・
注（
三
三
）東
北
学
院
62
号
二
三
二
頁
以
下
、
柚
木
・
注（
五
五
）総
合
判
例
一
四
八
頁
以
下
、
萩
澤
・
前
掲
・
成
蹊
七
五
号
一
七
〇
頁
以
下
。
な
お
、
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
七
五
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
二
四
頁
は
、
判
例
が
存
在
効
果
説
と
行
使
効
果
説
の
、
い
ず
れ
に
加
担
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
（
一
二
一
）
石
坂
音
四
郎「
判
批
」法
学
協
会
雑
誌
三
四
巻
五
号（
一
九
一
六
年
）六
四
頁
以
下
。
（
一
二
二
）
石
坂
音
四
郎
・
日
本
民
法
債
権
総
論
下
巻﹇
有
斐
閣
書
房
・
一
九
一
七
年
﹈一
五
四
七
頁
。
（
一
二
三
）
民
法
五
〇
九
条
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
乾
昭
三
・
注（
一
二
〇
）注
民
⑿
四
二
七
頁
以
下
。
（
一
二
四
）
川
名
兼
四
郎
・
債
権
法
要
論（
第
四
版
）﹇
金
刺
芳
流
堂
・
一
九
二
〇
年
﹈五
六
一
頁
。
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四民
法
五
〇
五
条
一
項
但
書
の
債
務
の
性
質
が
相
殺
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
味
は
、
相
殺
を
な
す
こ
と
が
債
務
を
成
立
せ
し
め
た
本
旨
に
反
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
両
債
務
に
つ
い
て
別
々
に
現
実
に
履
行
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
債
権
を
成
立
さ
せ
た
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
場
合
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
一
二
五
）。
主
た
る
債
務
の
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
金
銭
債
務
を
負
担
し
て
い
る
場
合
に
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
す
る
債
務
を
保
証
人
に
対
す
る
保
証
債
権
で
相
殺
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
と
い
う
の
は
、
債
権
者
が
相
殺
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
人
の
履
行
拒
絶
権（
催
告
の
抗
弁
権
・
検
索
の
抗
弁
権
）を
奪
う
結
果
に
な
る
こ
と
が
不
公
平
で
あ
り
、
許
容
で
き
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
保
証
債
務
の
補
充
性
と
い
う
債
務
の
性
質
上
、
相
殺
に
適
す
る
状
態
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
一
二
六
）。
民
法
四
六
一
条
一
項
を
論
理
的
に
解
釈
す
る
と
、
主
た
る
債
務
者
は
保
証
人
が
債
権
者
に
全
額
の
弁
済
を
し
て
い
な
い
間
は
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
担
保
を
提
供
す
る
か
、
主
た
る
債
務
者
を
免
責
さ
せ
る
措
置
を
す
る
ま
で
は
、
保
証
人
の
償
還
請
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
債
務
を
負
担
し
て
い
る
場
合
に
、
こ
の
債
務
を
保
証
人
の
事
前
求
償
債
権
で
相
殺
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
（
一
二
七
）。
と
い
う
の
は
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
の
全
額
に
つ
き
弁
済
す
る
前
に
主
た
る
債
務
者
が
事
前
求
償
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
の
は
、
先
履
行
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
六
一
条
一
項
は
主
た
る
債
務
者
に
一
種
の「
不
安
の
抗
弁
権
」
を
暗
黙
裡
に
認
め
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
履
行
拒
絶
権
を
派
生
さ
せ
る
主
た
る
債
務
者
の
債
務
の
性
質
上
、
つ
ま
り
先
履
行
義
務
と
い
う
性
質
上
、
保
証
人
が
担
保
を
提
供
す
る
か
、
主
た
る
債
務
者
が
免
責
さ
れ
る
措
置
を
し
て
、
主
た
る
債
務
者
か
ら
の
保
証
人
に
対
す
る
抗
弁
権
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
な
い
限
り
、
保
証
人
は
抗
弁
権
の
つ
い
た
事
前
求
償
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
借
家
人
の
造
作
買
取
請
求
に
基
づ
く
賃
貸
人
の
代
金
支
払
債
務
と
借
家
人
の
造
作
引
渡
債
務
は
同
時
履
行
に
準
じ
る
関
係
に
あ
る
が
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
借
家
人
の
造
作
引
渡
義
務
履
行
の
担
保
に
な
っ
て
い
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
借
家
人
が
造
作
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買
取
代
金
債
権
と
家
賃
支
払
債
務
と
の
相
殺
の
意
思
表
示
を
な
す
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
の
造
作
代
金
支
払
債
務
を
消
滅
さ
せ
、
賃
貸
人
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
、
賃
貸
人
が
借
家
人
に
造
作
の
引
渡
義
務
を
履
行
さ
せ
る
た
め
の
担
保
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
借
家
人
が
右
の
よ
う
な
相
殺
を
す
る
た
め
に
は
、
造
作
引
渡
義
務
の
履
行
を
提
供
し
て
、
賃
貸
人
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
一
二
八
）。
つ
ま
り
、
相
殺
に
適
す
る
状
態
に
す
る
た
め
に
は
、
借
家
人
は
造
作
引
渡
の
先
履
行
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
手
形
貸
付
や
手
形
割
引
に
関
し
て
も
発
生
す
る
。
手
形
貸
付
に
お
け
る
借
入
金
の
返
済
と
手
形
の
返
還
や
、
割
引
手
形
の
買
戻
し
に
お
け
る
買
戻
代
金
の
支
払
い
と
手
形
の
返
還
は
同
時
に
履
行
さ
れ
る
べ
き
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
手
形
貸
付
の
借
入
人
や
手
形
割
引
依
頼
人
に
と
っ
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
手
形
の
返
還
を
確
実
な
も
の
に
す
る
担
保
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
手
形
貸
付
人
や
手
形
割
引
人
、
要
す
る
に
金
融
機
関
が
手
形
貸
付
の
借
入
人
や
手
形
割
引
依
頼
人
に
対
す
る
預
金
債
務
と
貸
付
金
債
権
や
手
形
買
戻
代
金
債
権
と
を
相
殺
す
れ
ば
、
手
形
貸
付
の
借
入
人
や
手
形
割
引
依
頼
人
に
と
っ
て
手
形
返
還
請
求
権
の
担
保
が
無
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
形
貸
付
人
や
手
形
割
引
人
が
上
記
の
よ
う
な
相
殺
を
行
う
に
適
し
た
状
態
に
す
る
た
め
に
は
、
手
形
を
返
還
し
て
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
（
一
二
九
）。
要
す
る
に
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
発
生
し
う
る
間
は
相
殺
を
な
し
え
ず
、
相
殺
適
状
に
す
る
た
め
に
は
手
形
の
返
還
と
い
う
先
履
行
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
注（
一
二
五
）
中
井
・
注（
一
二
〇
）注
民
⑿
三
九
六
頁
。
（
一
二
六
）
同
旨
、
大
判
・
大
正
三
年
一
一
月
一
三
日
・
民
録
二
〇
輯
九
二
二
頁（
抗
弁
権
の
付
着
す
る
間
は
、
保
証
債
務
の
性
質
上
、
相
殺
に
適
し
な
い
と
い
う
理
由
と
、
保
証
人
の
抗
弁
権
が
奪
わ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
）、
大
判
・
昭
和
五
年
一
〇
月
二
四
日
・
民
集
九
巻
一
二
号
一
〇
四
九
頁（
相
手
方
の
抗
弁
権
が
剥
奪
さ
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
、
債
権
の
性
質
上
、
相
殺
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
）。
な
お
、
最
判
・
昭
和
三
二
年
二
月
二
二
日
・
民
集
一
一
巻
二
号
三
五
〇
頁（
相
手
方
の
抗
弁
権
行
使
の
機
会
を
喪
失
さ
せ
る
結
果
と
な
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
相
殺
は
許
さ
れ
な
い
と
し
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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た
原
判
決
を
支
持
）。
（
一
二
七
）
結
果
同
旨
、
大
判
・
昭
和
一
五
年
一
一
月
二
六
日
・
民
集
一
九
巻
二
〇
八
八
頁
、
大
阪
高
判
・
昭
和
四
三
年
一
一
月
二
五
日
・
判
時
五
六
一
号
五
七
頁（
物
上
保
証
人
の
事
前
求
償
に
関
す
る
）、
東
京
高
判
・
昭
和
四
四
年
一
一
月
一
一
日
・
高
民
集
二
二
巻
六
号
七
六
〇
頁
、
京
都
地
判
・
昭
和
五
二
年
六
月
一
五
日
・
判
時
八
七
七
号
八
三
頁（
但
し
、
傍
論
）、
東
京
高
判
・
昭
和
五
六
年
三
月
二
六
日
・
判
タ
四
四
六
号
一
〇
六
頁
。
（
一
二
八
）
結
果
同
旨
、
大
判
・
昭
和
一
三
年
三
月
一
日
・
民
集
一
七
巻
三
一
八
頁
。
（
一
二
九
）
結
果
同
旨
、
最
判
・
昭
和
五
〇
年
九
月
二
五
日
・
民
集
二
九
巻
八
号
一
二
八
七
頁
。
手
形
貸
付
債
権
お
よ
び
割
引
手
形
買
戻
請
求
権
を
も
っ
て
、
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
有
す
る
債
権（
預
金
債
権
）と
相
殺
す
る
と
き
に
は
、
債
務
者
に
手
形
を
交
付
し
た
上
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
村
田
治
美
・
手
形
小
切
手
判
例
百
選（
第
三
版
・
一
九
八
一
年
）一
八
八
頁
以
下
、
弥
永
真
生
・
同
百
選（
第
四
版
・
一
九
九
〇
年
）一
九
六
頁
以
下
、
同
・
同
百
選（
第
五
版
・
一
九
九
七
年
）一
九
二
頁
以
下
、
鈴
木
千
佳
子
・
同
百
選（
第
六
版
・
二
〇
〇
四
年
）一
九
四
頁
以
下
。
な
お
、
大
判
・
大
正
七
年
一
〇
月
二
日
・
民
録
二
四
輯
一
九
四
七
頁
は
、
手
形
貸
付
債
権
者
が
手
形
債
務
者
に
負
担
す
る
債
務
と
手
形
債
権
を
相
殺
す
る
に
は
、
手
形
の
交
付
が
必
要
と
す
る
。
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
古
瀬
村
邦
夫
・
前
記
判
例
百
選（
初
版
・
一
九
六
三
年
）二
〇
二
頁
以
下
、
同
・
同
百
選（
新
版
・
一
九
六
九
年
）二
四
六
頁
以
下
。
最
判
・
昭
和
三
三
年
六
月
三
日
・
民
集
一
二
巻
九
号
一
二
八
七
頁
は
、
貸
金
債
権
の
支
払
請
求
に
対
し
て
債
務
者
は
、
上
記
債
権
の
支
払
確
保
の
た
め
に
差
入
れ
た
持
参
人
払
式
小
切
手
の
返
還
と
同
時
に
支
払
う
べ
き
と
い
う
抗
弁
を
な
し
う
る
と
す
る
。
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
鴻
常
夫
・
上
記
判
例
百
選
新
版
一
〇
八
頁
以
下
、
米
津
昭
子
・
同
百
選
三
版
二
〇
八
頁
以
下
、
同
・
同
百
選
四
版
一
八
二
頁
以
下
、
宇
田
一
明
・
同
百
選
五
版
一
七
四
頁
以
下
、
松
井
智
予
・
同
百
選
六
版
一
八
〇
頁
以
下
。
五
抗
弁
権
が
付
着
し
て
い
る
債
権
は
、
相
殺
に
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
抗
弁
権
が
付
着
し
て
い
る
か
ら
相
殺
を
な
し
え
な
い
の
で
は
な
く
て
、
抗
弁
権
を
生
み
出
す「
債
務
の
性
質
」が
相
殺
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
双
務
契
約
に
基
づ
く
債
務
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
お
り
、
一
方
当
事
者
が
先
履
行
義
務
を
負
う
場
合
に
は
不
安
の
抗
弁
権
を
派
生
さ
せ
る
と
い
う
具
合
に
、「
債
務
の
性
質
」が
相
殺
に
適
す
る
状
態
の
創
出
を
妨
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
抗
弁
権
が
付
着
し
て
い
る
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
、
相
手
方
が
抗
弁
権
を
行
使
す
る
機
会
を
奪
う
こ
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と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
不
当
な
結
果
に
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
抗
弁
権
は
相
手
方
が
権
利
を
行
使
し
て
来
た
時
に
具
体
的
に
発
生
し
て
、
相
手
方
の
権
利
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
が
相
殺
の
意
思
表
示
を
し
て
来
た
段
階
で
、
抗
弁
権
を
行
使
す
れ
ば
、
相
殺
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
相
手
方
が
相
殺
の
意
思
表
示
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
抗
弁
権
を
行
使
す
る
機
会
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
相
殺
の
効
力
は
相
殺
に
適
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
遡
っ
て
発
生
す
る
か
ら（
民
五
〇
六
条
二
項
）、
そ
れ
と
同
時
に
抗
弁
権
も
消
滅
し
て
し
ま
い
、
抗
弁
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
反
論
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
抗
弁
権
と
い
う
権
利
は
、
こ
の
よ
う
な
遡
及
効
の
発
生
を
も
阻
止
す
る
効
力
を
も
つ
権
利
で
あ
り
、
相
手
方
が
権
利
を
行
使
し
て
来
た
時
に
具
体
的
に
発
生
す
る
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
よ
う
な
反
論
は
成
り
立
つ
余
地
が
な
い
。
要
す
る
に
、
抗
弁
権
が
付
着
し
て
い
る
が
故
に
、
そ
の
よ
う
な
債
権
を
自
働
債
権
と
し
て
相
殺
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
く
、
抗
弁
権
を
派
生
さ
せ
る「
債
務
の
性
質
」が
相
殺
に
適
す
る
状
態
に
至
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
相
殺
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
時
に
は
、
相
手
方
は「
債
務
の
性
質
」が
相
殺
を
許
さ
な
い
の
で
相
殺
適
状
に
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
抗
弁
権
を
行
使
し
て
相
殺
の
効
力
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
相
殺
の
意
思
表
示
に
対
し
て
抗
弁
権
を
行
使
し
う
る
こ
と
を
、
従
来
の
学
説
は
正
面
か
ら
説
い
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
抗
弁
権
を
請
求
権
と
対
置
さ
せ
て
、
給
付
拒
絶
権
と
定
義
づ
け
る
に
止
ま
り
、
形
成
権
を
行
使
し
た
効
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
権
利
で
も
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
抗
弁
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
権
行
使
の
効
果
の
発
生
が
阻
止
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
抗
弁
権
の
つ
い
た
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
は
、
そ
の
理
由
づ
け
を
失
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
見
解
は
相
殺
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
結
果
の
み
を
捉
え
て
、
そ
の
原
因
を
考
察
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
相
殺
の
問
題
に
関
し
て
、
存
在
効
果
説
で
は
十
分
な
対
応
を
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
相
殺
の
問
題
に
関
し
て
存
在
効
果
説
を
崩
壊
さ
せ
る
、
更
な
る
情
況
が
あ
る
。
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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そ
れ
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
相
殺
を
禁
じ
る
必
要
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
相
殺
を
認
め
て
当
事
者
の
債
権
・
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
履
行
が
な
さ
れ
た
の
と
同
じ
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
に
し
て
も
、
何
ら
不
都
合
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
相
殺
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
両
当
事
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
方
に
対
し
て
金
銭
債
権
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
た
と
え
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
つ
い
て
い
よ
う
と
も
、
個
別
的
・
現
実
的
に
履
行
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
債
権
を
成
立
さ
せ
た
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
と
い
う
特
段
の
事
情
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が（
こ
の
場
合
に
は「
債
務
の
性
質
」が
相
殺
を
許
さ
な
い
）、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
相
殺
を
す
る
こ
と
に
よ
り
対
等
額
を
一
挙
に
清
算
す
る
こ
と
は
、
両
当
事
者
に
便
利
な
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
殺
を
認
め
て
も
当
事
者
間
に
特
段
の
不
公
平
は
発
生
せ
ず
、
抗
弁
権
に
よ
っ
て
保
護
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
抗
弁
権
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
相
殺
を
禁
止
す
べ
き
理
由
に
は
な
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
最
近
の
判
例
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
考
え
方
を
と
っ
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
つ
い
て
い
る
請
負
人
の
報
酬
請
求
権
と
注
文
主
の
瑕
疵
修
補
に
代
る
損
害
賠
償
請
求
権（
民
六
三
四
条
二
項
）の
相
殺
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
先
例
と
な
っ
た
の
は
、
民
法
六
三
七
条
一
項
の
一
年
の
除
斥
期
間
を
経
過
し
た
注
文
主
の
瑕
疵
修
補
に
代
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
自
働
債
権
と
し
、
請
負
人
の
報
酬
請
求
権
を
受
働
債
権
と
し
て
行
う
相
殺
に
、
民
法
五
〇
八
条
を
類
推
適
用
し
て
、
こ
れ
を
認
め
た
最
高
裁
の
判
決
（
一
三
〇
）で
あ
る
。
そ
の
後
、
相
殺
を
認
め
る
幾
つ
か
の
下
級
審
判
決
が
続
い
た
後
（
一
三
一
）、
最
高
裁
も
下
級
審
判
決（
と
く
に
東
京
高
裁
判
決
）を
受
け
容
れ
て
相
殺
が
で
き
る
理
由
を
積
極
的
に
述
べ
（
一
三
二
）、
今
日
で
は
相
殺
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
判
決
を
下
し
て
い
る
（
一
三
三
）。
以
上
の
検
討
の
結
果
、
抗
弁
権
の
つ
い
て
い
る
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
は
一
律
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
債
務
の
性
質
」が
相
殺
を
許
さ
な
い
場
合﹇
前
掲
注（
一
二
五
）参
照
﹈や
、
相
殺
を
認
め
る
こ
と
で
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
場
合
を
除
け
ば
、
相
殺
は
可
能
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
相
殺
に
関
し
て
は
存
在
効
果
説
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
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注（
一
三
〇
）
最
判
・
昭
和
五
一
年
三
月
四
日
・
民
集
三
〇
巻
二
号
四
八
頁
。
因
に
、
こ
の
最
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
る
前
の
下
級
審
判
決
の
中
に
は
、
東
京
地
判
・
昭
和
四
三
年
九
月
六
日
・
判
時
五
五
七
号
二
四
六
頁
の
よ
う
に
、「
抗
弁
権
の
発
生
に
よ
っ
て
実
質
的
に
利
益
を
受
け
る
一
方
当
事
者
す
な
わ
ち
自
働
債
権
の
数
額
が
受
働
債
権
の
数
額
を
下
廻
る
場
合
の
当
該
自
働
債
権
者
か
ら
な
す
相
殺
は
、
抗
弁
権
の
利
益
を
放
棄
し
た
も
の
と
同
視
し
、
こ
れ
を
有
効
と
解
す
べ
く
、
受
働
債
権
に
も
同
じ
抗
弁
権
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
殺
の
効
力
の
発
生
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
」と
い
う
涙
ぐ
ま
し
い
理
由
づ
け
を
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
（
一
三
一
）
札
幌
高
判
・
昭
和
五
一
年
八
月
二
三
日
・
判
タ
三
四
九
号
二
三
二
頁（
原
告
の
失
わ
さ
れ
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
相
殺
に
よ
っ
て
被
告
が
失
う
同
時
履
行
の
抗
弁
権
よ
り
も
価
値
の
小
さ
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
相
殺
後
に
残
る
原
告
の
請
負
残
代
金
債
権
に
対
す
る
被
告
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
必
然
的
に
消
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
利
益
を
受
け
る
と
す
る
）。
東
京
高
判
・
昭
和
五
二
年
五
月
九
日
・
判
時
八
五
八
号
六
二
頁（
損
害
賠
償
債
務
と
請
負
代
金
債
務
は
、
そ
の
全
額
を
相
互
に
現
実
に
履
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
利
益
が
あ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
）。
東
京
高
判
・
昭
和
五
二
年
九
月
五
日
・
判
時
八
六
九
号
四
六
頁（
前
記
の
東
京
高
判
が
述
べ
た
の
と
同
趣
旨
の
こ
と
の
ほ
か
に
、
相
殺
を
認
め
る
こ
と
が
各
当
事
者
間
の
便
宜
と
公
平
に
適
す
る
し
、
そ
の
間
の
法
律
関
係
を
簡
明
な
ら
し
め
る
と
す
る
）。
次
注
の
最
高
裁
判
決
後
の
も
の
と
し
て
、
山
形
地
裁
新
庄
支
部
判
・
昭
和
六
〇
年
二
月
二
八
日
・
判
時
一
一
六
九
号
一
三
三
頁（
存
在
効
果
説
に
立
っ
た
上
で
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
つ
い
て
い
る
債
権
に
よ
る
相
殺
が
許
さ
れ
な
い
理
由
は「
債
務
ノ
性
質
カ
之
ヲ
許
サ
ザ
ル
ト
キ
」（
民
法
五
〇
五
条
一
項
但
書
）に
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
為
す
債
務
や
不
作
為
債
務
な
ど
の
よ
う
に
、
両
債
権
に
つ
い
て
個
別
に
現
実
に
履
行
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
債
権
を
成
立
さ
せ
た
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
場
合
に
当
た
る
場
合
に
は
相
殺
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
瑕
疵
修
補
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
本
旨
は
請
負
代
金
を
減
額
し
、
相
互
に
負
担
し
て
い
る
債
務
間
に
等
価
関
係
を
も
た
ら
す
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
工
事
代
金
債
権
と
の
相
殺
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
衡
平
と
便
宜
が
実
現
さ
れ
る
と
す
る
）。
（
一
三
二
）
最
判
・
昭
和
五
三
年
九
月
二
一
日
・
判
時
九
〇
七
号
五
四
頁（
現
実
の
履
行
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
利
益
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
相
殺
を
認
め
て
も
相
手
方
に
対
し
抗
弁
権
の
喪
失
に
よ
る
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
相
殺
に
よ
り
清
算
的
調
整
を
図
る
こ
と
が
当
事
者
双
方
の
便
宜
と
公
平
に
か
な
い
、
法
律
関
係
を
簡
明
な
ら
し
め
る
と
す
る
）。
（
一
三
三
）
最
判
・
平
成
九
年
七
月
一
五
日
・
民
集
五
一
巻
六
号
二
五
八
一
頁
。
因
に
、
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
従
来
は
注
文
主
が
請
負
人
に
対
し
て
建
物
の
引
渡
し
と
瑕
疵
修
補
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
事
件
が
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
請
負
人
の
方
が
請
負
代
金
の
支
払
が
な
け
れ
ば
建
物
の
引
渡
を
し
な
い
と
し
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
し
う
る
か
、
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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と
い
う
新
し
い
法
的
争
点
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
松
本
克
美「
建
築
請
負
目
的
物
の
瑕
疵
と
同
時
履
行
の
抗
弁
権
」立
命
館
法
学
三
三
五
号（
二
〇
一
一
年
）二
八
三
頁
以
下
。
六
Ａ
と
Ｂ
は
同
時
履
行
関
係
に
あ
る
債
権
・
債
務
を
相
互
に
有
し
て
い
る
が
、
Ａ
は
自
己
の
債
務
の
履
行
の
提
供
を
す
る
こ
と
も
な
し
に
、
Ｂ
に
対
し
て
履
行
の
請
求
を
し
て
来
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
す
る
こ
と
な
く
、
Ａ
の
請
求
を
無
視
し
た
。
こ
の
場
合
、
Ｂ
は
履
行
遅
滞
に
陥
り
、
Ａ
が
本
来
の
給
付
に
加
え
て
遅
延
賠
償
を
も
請
求
し
て
来
れ
ば
、
Ｂ
は
遅
延
利
息
の
賠
償
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、
そ
れ
が
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
を
行
使
し
な
く
て
も
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
す
る
存
在
効
果
説
は
、
Ｂ
に
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
Ｂ
が
履
行
遅
滞
に
陥
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
遅
延
賠
償
を
支
払
う
義
務
は
発
生
し
な
い
と
考
え
る
。こ
れ
に
対
し
て
、同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
い
え
ど
も
権
利
と
し
て
行
使
し
て
初
め
て
効
果
を
発
生
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
存
在
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
何
の
効
果
を
も
発
揮
し
な
い
と
す
る
行
使
効
果
説
は
、
Ｂ
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
自
己
の
履
行
拒
絶
の
違
法
性
を
阻
却
し
て
、
こ
れ
を
正
当
化
す
る
と
考
え
る
（
一
三
四
）。
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
例
に
お
い
て
、
存
在
効
果
説
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
し
な
く
て
も
履
行
遅
滞
に
陥
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
使
効
果
説
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
Ｂ
は
履
行
遅
滞
と
な
り
遅
延
賠
償
義
務
を
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
Ｂ
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
い
う
一
時
的
な
履
行
拒
絶
権
を
行
使
す
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
債
務
不
履
行
を
正
当
化
す
る
手
段
を
採
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
行
使
効
果
説
の
中
に
は
、
Ａ
が
Ｂ
を
相
手
ど
っ
て
給
付
訴
訟
を
起
し
た
と
き
に
、
Ｂ
が
裁
判
所
に
お
い
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
援
用
す
る
と
、
こ
の
援
用
に
よ
っ
て
Ｂ
の
債
務
不
履
行
は
当
初
か
ら
法
律
上
正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
履
行
遅
滞
の
効
果
は
遡
及
的
に
消
滅
す
る
と
説
く
見
解
が
あ
る
（
一
三
五
）。
こ
の
よ
う
な
遡
及
的
効
果
を
認
め
る
行
使
効
果
説
が
出
現
す
る
と
、
存
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在
効
果
説
と
行
使
効
果
説
と
の
間
に
実
質
的
に
差
異
は
な
い
と
す
る
見
解
（
一
三
六
）が
登
場
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
行
使
効
果
説
の
代
表
者
で
あ
る
末
川
博
士
は
存
在
効
果
説
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
加
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
存
在
効
果
説
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
る
と
、
債
権
者
Ａ
が
本
来
の
給
付
と
共
に
遅
滞
に
よ
る
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
訴
を
提
起
し
た
場
合
、
例
え
ば
代
金
の
支
払
、
な
ら
び
に
期
日
以
後
の
遅
延
利
息
の
支
払
を
請
求
す
る
訴
を
提
起
し
た
場
合
に
、
債
務
者
Ｂ
の
側
か
ら
は
同
時
履
行
の
抗
弁
を
し
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
本
来
の
給
付（
代
金
の
支
払
）の
請
求
の
み
を
許
容
し
て
、
遅
滞
に
よ
る
損
害
賠
償（
遅
延
利
息
）の
請
求
は
債
務
者
に
遅
滞
の
責
任
が
な
い
と
い
う
理
由
で
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
奇
妙
な
結
果
を
招
来
す
る
と
批
判
さ
れ
る
（
一
三
七
）。
こ
の
よ
う
な
行
使
効
果
説
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
存
在
効
果
説
の
側
か
ら
は
、
行
使
効
果
説
に
は
実
体
法
と
手
続
法
の
混
乱
が
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
（
一
三
八
）。
た
し
か
に
、
末
川
博
士
の
行
使
効
果
説
の
説
明
に
は
実
体
法
的
観
点
と
手
続
法
的
観
点
と
の
混
乱
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
①
裁
判
外
に
お
け
る
請
求
権
の
行
使
と
、
こ
れ
に
対
す
る
抗
弁
権
の
不
行
使
の
問
題
と
、
②
裁
判
に
お
け
る
請
求
権
の
行
使
と
、
こ
れ
に
対
す
る
抗
弁
権
の
行
使
の
問
題
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
曖
昧
さ
は
存
在
効
果
説
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
を
避
け
て
、
議
論
を
透
明
に
す
る
た
め
に
は
、
①
Ａ
が
裁
判
外
で
Ｂ
に
請
求
し
た
段
階
と
、
②
Ａ
が
Ｂ
を
相
手
ど
っ
て
給
付
訴
訟
を
起
し
た
段
階
と
を
区
別
し
て
考
察
し
た
上
で
、
実
体
法
上
の
抗
弁
権
と
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁
と
を
区
別
・
連
関
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
注（
一
三
四
）
存
在
効
果
説
と
行
使
効
果
説
の
主
張
と
内
容
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
一
二
〇
）の
文
献
参
照
。
（
一
三
五
）
末
川
・
注（
九
九
）契
約
法
上
七
六
頁
以
下
。
（
一
三
六
）
清
水
・
注（
三
三
）東
北
学
院
62
号
二
三
二
頁
、
我
妻
栄
・
債
権
各
論
上
巻﹇
岩
波
書
店
・
一
九
五
四
年
﹈九
八
頁
以
下
。
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（
一
三
七
）
末
川
・
注（
九
七
）契
約
法
上
七
六
頁
。
な
お
、
末
川
説
以
外
の
行
使
効
果
説
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
七
三
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
二
二
頁
、
清
水
・
注（
三
三
）東
北
学
院
62
号
二
三
八
頁
注（
2
）参
照
。
（
一
三
八
）
我
妻
・
注（
一
三
六
）各
論
上
九
九
頁
。
七
双
務
契
約
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
債
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
発
生
し
た
債
務
で
あ
り
、
対
価
と
の
引
換
に
給
付
を
な
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
他
方
の
債
務
の
履
行
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
履
行
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
一
方
の
債
務
は
履
行
の
提
供
も
し
な
い
で
、
他
方
の
債
務
の
履
行
を
求
め
る
と
い
う
不
公
平
が
生
じ
易
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
公
平
に
備
え
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
の
債
務
の
履
行（
の
提
供
）を
し
な
い
ま
ま
、
Ａ
が
裁
判
外
で
Ｂ
に
請
求
を
し
た
と
き
に
、
Ｂ
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
債
務
の
履
行
も
し
な
い
場
合
に
、
Ｂ
は
債
務
不
履
行（
履
行
遅
滞
）に
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
（
一
三
九
）。
前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
履
行
遅
滞
に
な
ら
な
い
と
す
る
説（
存
在
効
果
説
）と
履
行
遅
滞
に
な
る
と
す
る
説（
行
使
効
果
説
）と
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
両
説
と
も
に
、
こ
の
紛
争
が
裁
判
外
で
解
決
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
つ
ま
り
Ａ
・
Ｂ
間
で
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
が
故
に
、
そ
の
解
決
を
裁
判
所
に
求
め
て
い
る
の
だ
と
い
う
前
提
を
軽
視
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
Ｂ
が
抗
弁
権
を
援
用
し
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
裁
判
外
で
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
存
在
効
果
説
も
行
使
効
果
説
も
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
説
が
裁
判
外
で
も
通
用
す
る
か
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
は
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
裁
判
外
の
請
求
に
よ
り
満
足
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
Ａ
は
、
Ｂ
を
相
手
ど
っ
て
給
付
訴
訟
を
起
す
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
訴
訟
で
、
Ｂ
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
Ｂ
は
履
行
遅
滞
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
す
れ
ば
引
換
給
付
判
決
が
下
さ
れ
て
、
Ａ
・
Ｂ
の
紛
争
は
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
（
一
四
〇
）。
そ
の
際
、
Ｂ
が
裁
判
外
に
お
い
て
抗
弁
権
を
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行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
Ｂ
が
裁
判
外
に
お
い
て
抗
弁
権
を
行
使
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
Ｂ
に
有
利
に
働
く
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
一
時
的
抗
弁
権
で
あ
り
、
権
利
抗
弁
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
外
で
行
使
し
て
い
た
と
し
て
も
、
裁
判
の
場
で
行
使
し
な
い
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
考
慮
に
入
れ
た
裁
判
を
行
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
存
在
効
果
説
を
代
表
さ
れ
る
我
妻
博
士
は「
裁
判
所
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
の
主
張
が
な
け
れ
ば
、
考
慮
し
な
い
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
法
の
原
則
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」と
し
た
上
で
、「
当
事
者
が
援
用
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
が
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
遅
滞
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
生
じ
な
い
こ
と（
中
略
）を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
実
体
法
的
に
見
て
、
同
時
履
行
抗
弁
権
の
存
在
自
体
に
つ
い
て
効
果
を
認
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
（
一
四
一
）」と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
裁
判
所
に
お
い
て
行
使
さ
れ
た
が
故
に
、
そ
の
効
力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
っ
て
、
実
体
法
的
に
見
て
存
在
自
体
に
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
よ
う
な
実
体
法
上
の
一
時
的
・
延
期
的
抗
弁
権
は
、
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
と
は
違
っ
て
、
訴
訟
の
場
に
お
い
て
、
権
利
抗
弁
と
し
て
行
使
し
な
け
れ
ば
、
訴
訟
上
の
抗
弁
と
し
て
作
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
や
形
成
権
が
裁
判
外
で
行
使
さ
れ
た
こ
と
が
事
実
抗
弁
と
し
て
作
用
す
る
の
と
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る（
第
三
章
五
節
・
七
節
参
照
）。
右
に
引
用
し
た
我
妻
博
士
の
文
章
の
最
後
の
部
分
は
、
こ
の
よ
う
な
抗
弁
権
の
作
用
を
無
視
し
て
、
存
在
効
果
説
を
無
理
矢
理
、
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
牽
強
付
会
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
末
川
博
士
に
よ
る
的
外
れ
な
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。他
方
、
行
使
効
果
説
を
代
表
さ
れ
る
末
川
博
士
は
、
裁
判
外
で
の
請
求
に
対
し
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
援
用
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
「
履
行
遅
滞
の
要
件
が
具
備
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
抗
弁
権（
同
時
履
行
の
抗
弁
権
…
筆
者
注
記
）を
有
す
る
債
務
者
も
当
然
に
遅
滞
の
責
に
任
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
債
務
者
が
こ
れ
を
援
用
す
る
と
遅
滞
の
効
果
は
遡
及
的
に
消
滅
す
る
。
け
だ
し
、
そ
の
援
用
に
よ
っ
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て
債
務
者
の
不
履
行
は
当
初
か
ら
法
律
上
正
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
一
四
二
）」と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
初
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
援
用
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
履
行
遅
滞
に
陥
っ
た
債
務
者
が
、
そ
の
後
、
こ
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
と
、
そ
の
効
果
は
遡
及
し
て
、
当
初
か
ら
債
務
不
履
行
を
正
当
化
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
一
時
的
抗
弁
権
で
あ
り
、
そ
の
行
使
の
効
果
は
、
こ
れ
を
行
使
し
た
時
に
発
揮
さ
れ
る
だ
け
で
、
将
来
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
過
去
に
遡
り
う
る
も
の
で
も
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
前
記
の
末
川
博
士
の
説
明
は
成
功
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
法
律
学
の
素
人
や
入
門
者
に
法
律
学
は
奇
妙
な
理
論
を
展
開
す
る
、
理
解
困
難
な
学
問
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
末
川
博
士
は
債
務
者
が
当
初
、
抗
弁
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
の
は
裁
判
外
の
請
求
に
対
し
て
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
抗
弁
権
を
行
使
し
た
の
は
裁
判
の
場
に
お
い
て
で
あ
る
、
と
い
う
違
い
を
見
落
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
面
の
違
い
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
よ
う
な
一
時
的
抗
弁
権
が
権
利
抗
弁
と
し
て
発
揮
す
る
作
用
を
考
え
る
場
合
に
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
要
素
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
外
に
お
け
る
請
求
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
未
だ
履
行
遅
滞
に
な
る
と
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
初
に
遡
っ
て
消
滅
さ
せ
る
よ
う
な
履
行
遅
滞
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
存
在
効
果
説
も
行
使
効
果
説
も
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
履
行
遅
滞
の
問
題
を
解
決
し
え
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
実
体
法
上
の
抗
弁
権
と
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁
の
区
別
・
連
関
性
の
考
察
が
足
り
な
い
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
根
本
的
な
原
因
は
、
当
事
者
が
、
ど
の
よ
う
な
争
い
方
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
な
く
、
机
上
の
空
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
民
法
学
者
の
研
究
方
法
に
は
こ
の
よ
う
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
こ
と
は
、
民
法
一
七
七
条
の
不
動
産
物
権
変
動
の
対
抗
要
件
論
に
関
し
て
何
度
も
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
一
四
三
）、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
履
行
遅
滞
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
欠
陥
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
欠
陥
は
、
法
律
学
が
実
用
法
学
と
な
る
た
め
に
は
絶
対
に
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
欠
陥
の
た
め
に
法
律
学
の
入
門
者
・
初
心
者
を
戸
惑
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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注（
一
三
九
）
ド
イ
ツ
の
統
一
的
交
換
請
求
権
説
の
よ
う
に
、
引
換
給
付
の
請
求
は
双
務
契
約
に
内
在
す
る
請
求
権
へ
の
内
在
的
制
約
で
あ
る
と
構
成
す
る
場
合
に
は
、
履
行
遅
滞
に
は
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
の
統
一
的
交
換
請
求
権
説
に
つ
い
て
は
、
坂
田
宏「
同
時
履
行
関
係
と
引
換
給
付
判
決
（
一
）」民
商
法
雑
誌
九
八
巻
四
号（
一
九
八
八
年
）九
頁
以
下
。
な
お
、
三
宅
・
注（
四
一
）契
約
法
総
論
六
五
頁
注（
五
）は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
相
手
方
の
債
権
に
内
在
す
る
引
換
給
付
の
制
限
で
あ
る
と
し
、
同
七
一
頁
は
引
換
給
付
を
双
務
契
約
上
の
債
権
の
内
在
的
制
限
と
さ
れ
る
。
（
一
四
〇
）
同
旨
、
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
六
八
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
一
四
頁
。
（
一
四
一
）
我
妻
・
注（
一
三
六
）各
論
上
九
八
頁
。
（
一
四
二
）
末
川
・
注（
九
七
）契
約
法
上
七
六
頁
以
下
。
（
一
四
三
）
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
四
六
巻
一
号
一
二
二
頁
、
同
四
六
巻
二
号
八
二
頁
以
下
。
八
第
六
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
存
在
効
果
説
に
立
た
れ
る
我
妻
博
士
は
、
行
使
効
果
説
が「
裁
判
上
の
主
張
が
あ
れ
ば
、
遡
っ
て
遅
滞
の
責
任
の
発
生
を
止
め
、
ま
た
は
、
相
殺
を
無
効
と
す
る
効
力
を
生
ず
る
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば（
中
略
）、
実
際
上
の
効
果
に
は
差
異
が
な
い
（
一
四
四
）」と
さ
れ
る
。
こ
の
結
論
に
対
し
て
、
沢
井
博
士
は「
訴
訟
法
上
の
主
張
の
意
味
の
誤
解
に
よ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
さ
れ
て
い
る
（
一
四
五
）。
沢
井
博
士
は「
存
在
効
果
説
に
よ
れ
ば
、
抗
弁
権
の
存
在
を
原
告
・
被
告
の
い
ず
れ
が
挙
証（
訴
訟
法
上
の
主
張
）し
て
も
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
採
り
上
げ
て
、
相
殺
の
無
効
ま
た
は
遅
滞
の
免
責
を
認
め
る
判
決
を
下
し
う
る
が
、
他
方
、
行
使
効
果
説
に
よ
れ
ば
、
原
告
側
が
（
被
告
側
の
印
刷
ミ
ス
で
は
あ
る
ま
い
か
…
筆
者
注
記
）抗
弁
権
を
裁
判
上
主
張
し
な
け
れ
ば（
ま
た
は
裁
判
外
の
行
使
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば﹇
中
略
﹈）な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
両
説
に
は
、
実
際
上
明
白
な
相
違
が
あ
る
」と
し
、「
行
使
効
果
説
は
理
論
的
に
誤
り
を
お
か
し
て
は
い
な
い
」し
、「
抗
弁
権
本
来
の
趣
旨
に
、
よ
り
適
し
て
い
る
と
も
い
え
る
」が
、
相
殺
や
履
行
遅
滞
に
関
し
て
抗
弁
権
の
効
果
を
享
受
す
る
か
否
か
を「
権
利
者
の
自
由
に
ゆ
だ
ね
る
実
質
的
な
必
要
は
な
い
と
い
う
点
か
ら
通
説
を
支
持
し
た
い
。
同
時
履
行
の
関
係
に
あ
る
債
務
は
、
一
方
が
提
供
し
な
い
以
上
、
双
方
と
も
遅
滞
に
お
ち
い
ら
な
い
と
す
る
ほ
う
が
、
簡
明
だ
し
、
当
事
者
の
公
平
に
も
か
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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な
う
」と
さ
れ
る
。
沢
井
説
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
双
務
契
約
か
ら
発
生
す
る
債
権
・
債
務
を
個
別
・
独
立
の
も
の
と
し
た
上
で
、
履
行
上
の
対
価
的
牽
連
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
認
め
る
と
い
う
構
成
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く
て
、
ド
イ
ツ
の
統
一
的
交
換
請
求
権
説
や
、
わ
が
国
の
三
宅
説
の
よ
う
に
、
双
務
契
約
に
よ
り
発
生
す
る
債
権
・
債
務
は
同
時
履
行
の
関
係
を
内
在
さ
せ
て
い
る
と
構
成
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う﹇
前
掲
注（
一
三
九
）参
照
﹈。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
沢
井
博
士
の
存
在
効
果
説
と
行
使
効
果
説
の
捉
え
方
に
は
、
実
体
法
上
の
抗
弁
権
と
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
事
実
抗
弁
と
権
利
抗
弁
の
位
置
づ
け
に
問
題
が
あ
る
。
民
事
訴
訟
法
学
に
お
い
て
抗
弁
と
は
、
相
手
方
の
申
立
や
主
張
の
排
斥
を
求
め
る
た
め
に
、
別
個
の
事
項
を
主
張
す
る
攻
撃
防
禦
方
法
の
一
種
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
抗
弁
に
は
実
体
法
上
の
効
果
に
関
し
な
い
訴
訟
上
の
抗
弁
と
、
実
体
法
上
の
効
果
に
関
す
る
実
体
法
上
の
抗
弁（
本
案
の
抗
弁
）と
が
あ
る
。
実
体
法
上
の
抗
弁
は
被
告
が
原
告
の
主
張
の
法
律
効
果
の
発
生
を
妨
げ
た
り
、
発
生
し
た
法
律
効
果
を
消
滅
さ
せ
た
り
、
発
生
し
た
法
律
効
果
を
排
除
す
る
た
め
に
、
そ
の
要
件
事
実
を
陳
述
し
、
そ
の
効
果
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
り
、
事
実
抗
弁
と
権
利
抗
弁
が
あ
る
（
一
四
六
）。
既
に
第
三
章
五
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
事
実
抗
弁
は
原
告
の
主
張
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
法
律
関
係
が
発
生
し
て
い
な
い
と
か
、
消
滅
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
抗
弁
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
告
・
被
告
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
か
の
当
事
者
の
陳
述
の
中
に
表
わ
れ
て
い
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
裁
判
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
権
利
抗
弁
は
原
告
の
主
張
す
る
法
律
効
果
や
権
利
関
係
を
消
滅
さ
せ
た
り
変
更
さ
せ
る
た
め
に
、
形
成
権
や
抗
弁
権
な
ど
の
実
体
法
上
の
権
利
を
抗
弁
と
す
る
の
で
、
単
に
権
利
の
発
生
原
因
で
あ
る
事
実
関
係
の
陳
述
だ
け
で
は
足
り
ず
、
被
告
が
権
利
行
使
の
意
思
表
示
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
裁
判
で
行
使
す
る
場
合
、
こ
れ
は
権
利
抗
弁
で
あ
る
か
ら
被
告
が（
沢
井
博
士
は
原
告
が
、
と
さ
れ
て
い
る
が
印
刷
ミ
ス
で
あ
ろ
う
）援
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
沢
井
博
士
が
括
弧
書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
外
の
行
使
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
れ
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足
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
沢
井
博
士
は
、
存
在
効
果
説
の
下
で
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
事
実
抗
弁
と
し
て
作
用
す
る
か
の
よ
う
な
説
明
を
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
正
し
い
理
解
で
は
な
い
。
判
例
は
存
在
効
果
説
に
立
つ
と
解
す
る
の
が
多
数
説
の
よ
う
で
あ
る
が
、
沢
井
博
士
は「
判
例
が
、
存
在
効
果
説
・
行
使
効
果
説
の
い
ず
れ
に
加
担
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
（
一
四
七
）」と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
判
・
昭
和
二
七
年
一
一
月
二
七
日
・
民
集
六
巻
一
〇
号
一
〇
六
二
頁
（
一
四
八
）は「
留
置
権
の
よ
う
な
権
利
抗
弁
に
あ
っ
て
は
、
弁
済
免
除
等
の
事
実
抗
弁
が
苟
く
も
そ
の
抗
弁
を
構
成
す
る
事
実
関
係
の
主
張
せ
ら
れ
た
以
上
、
そ
れ
が
抗
弁
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
者
に
よ
り
主
張
せ
ら
れ
た
る
と
、
そ
の
相
手
方
に
よ
り
主
張
せ
ら
れ
た
る
と
を
問
わ
ず
、
常
に
裁
判
所
に
お
い
て
こ
れ
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
異
な
り
、
た
と
い
抗
弁
権
取
得
の
事
実
関
係
が
訴
訟
上
主
張
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
権
利
者
に
お
い
て
権
利
を
行
使
す
る
意
思
を
表
明
し
な
い
限
り
裁
判
所
に
お
い
て
こ
れ
を
斟
酌
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」と
し
て
い
る（
原
文
は
普
通
字
体
）。
判
例
が
留
置
権
を
権
利
抗
弁
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
も
権
利
抗
弁
に
位
置
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
権
利
抗
弁
は
被
告
が
有
す
る
権
利
と
し
て
行
使
し
な
け
れ
ば
効
果
を
発
生
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
判
例
は
行
使
効
果
説
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
注（
一
四
四
）
我
妻
・
注（
一
三
六
）各
論
上
九
九
頁
。
（
一
四
五
）
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
七
四
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
二
三
頁
。
（
一
四
六
）
平
峯
・
注（
九
三
）辞
典
上
五
六
四
頁
。
（
一
四
七
）
沢
井
・
注（
二
七
）注
民
⒀
二
七
五
頁
、
沢
井＝
清
水
・
注（
二
七
）新
注
民
⒀
六
二
四
頁
。
（
一
四
八
）
本
件
の
評
釈
・
解
説
と
し
て
、
坂
田
・
注（
八
八
）民
商
一
一
〇
巻
六
号
三
四
頁
以
下
、
同
・
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
Ⅰ﹇
新
法
対
応
補
正
版
﹈（
一
九
九
八
年
）二
〇
〇
頁
以
下
、
山
本
・
注（
一
〇
〇
）法
教
二
九
二
号
九
三
頁
以
下
、
中
田
淳
一
・
法
学
論
叢
五
九
巻
三
号（
一
九
五
三
年
）一
二
七
頁
以
下
、
兼
子
一
・
法
学
協
会
雑
誌
七
三
巻
二
号（
一
九
五
六
年
）九
六
頁
以
下
、
斎
藤
秀
夫
・
民
商
法
雑
誌
三
六
巻
三
号（
一
九
五
七
年
）一
〇
四
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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頁
以
下
。
九
訴
訟
の
場
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
抗
弁
に
つ
き
、
何
が
権
利
抗
弁
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
解
決
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
取
消
権
や
解
除
権
・
相
殺
権
な
ど
の
形
成
権
の
行
使
が
権
利
抗
弁
の
典
型
で
あ
る
と
す
る
説
や
、
留
置
権
と
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
み
を
例
と
し
て
挙
げ
る
も
の
、
こ
れ
ら
の
全
て
の
抗
弁
を
権
利
抗
弁
の
例
と
し
て
挙
げ
る
も
の
に
分
か
れ
て
い
る
が
（
一
四
九
）、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
権
利
抗
弁
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
学
説
上
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
一
五
〇
）。
と
は
い
え
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
や
留
置
権
の
よ
う
な
一
時
的
・
延
期
的
抗
弁
権
が
裁
判
外
で
行
使
さ
れ
た
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
被
告
が
抗
弁
権
を
援
用
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
裁
判
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
こ
と
を
昭
和
二
七
年
の
最
高
裁
判
決
の
よ
う
に「
権
利
抗
弁
」の
名
で
呼
ぶ
の
は
適
当
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
単
に
一
時
的
な
履
行
拒
絶
権
だ
か
ら
と
い
え
ば
足
る
、
と
す
る
見
解
（
一
五
一
）も
出
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
や
留
置
権
は
裁
判
外
で
行
使
さ
れ
た
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
被
告
が
抗
弁
権
を
援
用
す
る
の
で
な
け
れ
ば
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
裁
判
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
抗
弁
権
が
一
時
的
・
延
期
的
抗
弁
権
で
あ
っ
て
、
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
で
あ
れ
ば
、
裁
判
外
で
行
使
さ
れ
た
事
実
が
、
い
ず
れ
か
の
当
事
者
の
陳
述
の
中
に
表
わ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
裁
判
を
す
る
こ
と
が
出
来
る（
事
実
抗
弁
）。
し
か
し
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
や
留
置
権
は
裁
判
外
で
行
使
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
限
り
の
、
一
時
的
な
履
行
拒
絶
を
正
当
化
す
る
効
力
し
か
有
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
が
訴
訟
を
起
し
た
場
合
に
は
、
被
告
は
改
め
て
、
こ
の
実
体
法
上
の
権
利
を
抗
弁
と
し
て
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（
権
利
抗
弁
）。
事
実
抗
弁
・
権
利
抗
弁
と
い
う
区
別
は
、
右
の
よ
う
な
実
体
法
上
の
効
力
の
違
い
を
訴
訟
法
に
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
分
類
で
あ
り
、
必
要
な
区
別
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
単
に
一
時
的
な
履
行
拒
絶
権
だ
か
ら
」と
い
う
だ
け
で
は
、「
な
ぜ
」被
告
が
訴
訟
の
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場
で
援
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
側
面
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
権
利
抗
弁
」と
い
う
概
念
は
、
被
告
が
実
体
法
上
の
権
利
を
訴
訟
の
場
で
抗
弁
と
し
て
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
民
事
訴
訟
法
学
説
の
中
に
は
、
権
利
抗
弁
を
実
体
法
上
の
抗
弁
権（
履
行
拒
絶
権
）と
同
義
と
解
し
、
形
成
権
は
権
利
抗
弁
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
（
一
五
二
）が
あ
る
。
さ
ら
に
、
弁
論
主
義
の
構
成
要
素
で
あ
る「
主
張
共
通
の
原
則
」の
適
用
が
あ
る
の
が
事
実
抗
弁
で
、
こ
の
原
則
の
適
用
が
な
い
の
が
権
利
抗
弁
で
あ
り
、
弁
論
主
義
の
例
外
を
な
す
処
分
権
主
義
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
坂
田
教
授
は
、
実
体
法
上
の
抗
弁
権
は
権
利
抗
弁
に
入
る
が
、
概
念
的
に
は
権
利
抗
弁
は
形
成
権
を
含
む
概
念
で
は
な
い
と
さ
れ
る
（
一
五
三
）。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
学
説
は
実
体
法
上
の
抗
弁
権
だ
け
を
訴
訟
法
学
上
の
権
利
抗
弁
と
考
え
、
形
成
権
や
物
権
・
債
権
が
訴
訟
の
場
で
抗
弁
と
し
て
行
使
さ
れ
る
場
合
を
含
め
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
実
体
法
上
の
抗
弁
権
と
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁
や
権
利
抗
弁
と
の
区
別
・
連
関
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
形
成
権
は
概
念
的
に
権
利
抗
弁
に
は
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
坂
田
教
授
は
、
援
用
権
と
い
う
形
成
権
の
行
使
で
あ
る
時
効
の
援
用
に
つ
い
て
は
権
利
抗
弁
と
さ
れ
（
一
五
四
）、
論
理
が
一
貫
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
右
の
坂
田
説
は
、
①
形
成
権（
例
え
ば
、
時
効
援
用
権
）を
裁
判
外
で
行
使
し
た
こ
と
が
訴
訟
の
場
で
陳
述
さ
れ
る
こ
と
と
、
②
訴
訟
の
場
で
初
め
て
形
成
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
①
の
場
合
に
は「
主
張
共
通
の
原
則
」の
適
用
が
あ
る
が
、
こ
の
原
則
の
適
用
が
あ
る
か
ら
事
実
抗
弁
と
し
て
作
用
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
外
に
お
け
る
時
効
の
援
用
に
よ
っ
て
所
有
権
の
取
得
や
債
権
の
消
滅
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
実
が
訴
訟
の
場
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
、
原
告
の
請
求
は
理
由
な
き
も
の
と
な
る
が
故
に
、
抗
弁
と
し
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
の
場
合
、
②
の
場
合
の
よ
う
に
被
告
が
実
体
法
上
の
権
利
を
抗
弁
と
し
て
行
使
す
る
の
で
は
な
く
、
時
効
の
援
用
に
よ
り
権
利
を
取
得
し
た
と
か
、
権
利
が
消
滅
し
た
と
い
う
単
な
る
事
実
が
抗
弁
と
し
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
・
被
告
の
い
ず
れ
か
の
陳
述
の
中
に
右
の
事
実
が
表
わ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
に
基
づ
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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い
て
裁
判
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
被
告
の
権
利
行
使
の
意
思
表
示
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
取
消
権
や
解
除
権
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
①
既
に
裁
判
外
で
行
使
し
て
、
取
消
や
解
除
の
効
果
が
発
生
し
て
い
る
場
合
と
、
②
訴
訟
の
場
で
初
め
て
行
使
す
る
場
合
を
区
別
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
坂
田
説
と
は
反
対
に
、
形
成
権
の
行
使
を
権
利
抗
弁
の
典
型
と
し
て
挙
げ
る
見
解
が
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
民
法
の
消
滅
時
効
は
権
利
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
と
い
う
効
果
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
の
よ
う
に
履
行
拒
絶
の
抗
弁
権
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
権
利
抗
弁
に
は
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
一
五
五
）。
し
か
し
、
坂
田
説
に
関
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
形
成
権
で
あ
る
時
効
援
用
権
を
訴
訟
の
場
で
初
め
て
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
方
の
請
求
を
拒
絶
す
る
の
は
、
訴
訟
の
場
で
抗
弁
権
を
行
使
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
権
利
抗
弁
で
あ
る
。
権
利
の
行
使
に
よ
っ
て
抗
弁
権
が
発
生
す
る
か
ら
権
利
抗
弁
と
な
る
の
で
は
な
く
、
被
告
の
権
利
行
使
に
よ
っ
て
原
告
の
請
求
を
拒
絶
す
る
が
故
に
権
利
抗
弁
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
坂
田
教
授
の
見
解
に
依
拠
し
て
、
民
法
一
四
五
条
が
当
事
者
に
よ
る
時
効
の
援
用
を
要
求
し
て
い
る
の
は
、
弁
論
主
義
を
越
え
て
処
分
権
主
義
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
説
が
あ
る
。
確
定
効
果
説
、
即
ち
時
効
期
間
が
満
了
す
る
と
、
当
事
者
の
援
用
な
し
に
当
然
に
時
効
の
効
果
は
確
定
的
に
発
生
す
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
上
記
の
よ
う
な
見
解
を
主
張
さ
れ
る
金
山
教
授
は
、
時
効
の
援
用
を
訴
訟
法
の
問
題
と
し
、
こ
れ
は
権
利
抗
弁
で
あ
っ
て
事
実
抗
弁
で
は
な
い
と
さ
れ
る
（
一
五
六
）。
し
か
し
、
時
効
の
援
用
を
実
体
法
の
問
題
と
し
、
時
効
援
用
権
を
実
体
法
上
の
形
成
権
と
解
す
る
私
見
（
一
五
七
）で
は
、
①
既
に
裁
判
外
で
援
用
し
て
、
権
利
の
得
喪
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
事
実
抗
弁
と
し
て
作
用
す
る
が
、
②
訴
訟
の
場
で
初
め
て
援
用
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
権
利
抗
弁
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
注（
一
四
九
）
萩
澤
・
注（
一
二
〇
）成
蹊
七
五
号
一
六
六
頁
。
な
お
、
権
利
抗
弁
と
事
実
抗
弁
に
関
す
る
学
説
を
概
観
し
た
論
稿
と
し
て
、
坂
田
・
注（
八
八
）民
商
一
一
〇
巻
六
号
三
七
頁
以
下
、
同「
権
利
抗
弁
概
念
の
再
検
討
―
主
張
共
通
の
原
則
の
例
外
と
し
て
―
」民
事
訴
訟
雑
誌
四
一
号（
一
九
九
五
佐賀大学経済論集 第47巻第3号
164
年
）二
〇
四
頁
以
下
、
杉
本
和
士「
時
効
に
お
け
る
実
体
法
と
訴
訟
法
」別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号（
二
〇
〇
八
年
）六
五
頁
。
（
一
五
〇
）
萩
澤
・
注（
一
二
〇
）成
蹊
七
五
号
一
六
七
頁
。
因
に
、
同
誌
一
七
四
頁
で
は
、
民
法
上
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
訴
訟
法
上
も
常
に
権
利
抗
弁
で
あ
る
が
、
効
果
発
生
の
た
め
に
、
そ
の
行
使
が
必
要
な
場
合
と
、
例
外
と
し
て
、
行
使
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
場
合
に
は
行
使
し
な
く
て
も
行
使
し
た
も
の
と
み
な
す
べ
き
場
合
が
あ
る
と
い
う
整
理
も
で
き
よ
う
と
し
て
、
行
使
効
果
説
と
存
在
効
果
説
の
二
面
性
を
理
論
的
に
検
討
す
る
と
い
う
問
題
を
提
起
さ
れ
て
い
る
。
（
一
五
一
）
中
田
・
注（
一
四
八
）法
叢
五
九
巻
三
号
一
三
二
頁
。
（
一
五
二
）
杉
本
・
注（
一
四
九
）別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
六
五
頁
。
（
一
五
三
）
坂
田
・
注（
八
八
）民
商
一
一
〇
巻
六
号
三
六
頁
・
四
〇
頁
以
下
・
五
〇
頁
・
六
一
頁
以
下
、
同
・
注（
一
四
九
）民
訴
雑
誌
四
一
号
二
〇
二
頁
・
二
〇
四
頁
・
二
〇
五
頁
。
坂
田
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
山
本
・
注（
一
〇
〇
）法
教
二
九
二
号
九
六
頁
注
12
。
（
一
五
四
）
坂
田
・
注（
八
八
）民
商
一
一
〇
巻
六
号
四
八
頁
・
五
一
頁
、
同
・
注（
一
四
九
）民
訴
雑
誌
四
一
号
二
〇
六
頁
。
（
一
五
五
）
石
田
秀
博「
権
利
抗
弁
、
時
効
と
釈
明
権
行
使
㈠
」愛
媛
法
学
会
雑
誌
一
九
巻
四
号（
一
九
九
三
年
）二
二
頁
・
二
五
頁
注（
8
）。
（
一
五
六
）
石
田
喜
久
夫
ほ
か
編
・
民
法
総
則﹇
青
林
書
院
・
一
九
九
三
年
﹈二
四
一
頁
以
下﹇
金
山
直
樹
﹈、
金
山
直
樹「
時
効
に
お
け
る
民
法
と
訴
訟
法
の
交
錯
」法
学
教
室
二
一
九
号（
一
九
九
八
年
）一
七
頁
以
下
、
金
山
直
樹＝
加
藤
雅
信＝
加
藤
新
太
郎「
時
効
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
語
る
」判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
五
一
号（
二
〇
〇
七
年
）一
五
頁
以
下﹇
金
山
発
言
﹈。
な
お
、
金
山
説
に
対
す
る
疑
問
や
批
判
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
四
五
巻
四
号
九
九
頁
以
下
参
照
。
（
一
五
七
）
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
四
五
巻
三
号
八
九
頁
以
下
。
一
〇
要
す
る
に
、
抗
弁
権
は
相
手
方
の
権
利（
請
求
権
の
み
な
ら
ず
、
形
成
権
）の
行
使
の
効
果
が
発
生
す
る
の
を
阻
止
す
る
実
体
法
上
の
権
利
で
あ
り
、
裁
判
外
で
行
使
し
て
も
、
右
の
よ
う
な
効
力
を
発
揮
す
る
。
と
り
わ
け
、
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
民
法
の
請
求
権
時
効
に
よ
る
履
行
拒
絶
権
や
、
私
見
の
除
斥
期
間
の
抗
弁
権
の
よ
う
に
、
裁
判
外
で
行
使
し
て
お
け
ば
、
そ
の
効
果
が
永
続
す
る
の
で
、
相
手
方
が
訴
訟
を
起
し
て
も
、
裁
判
外
に
お
い
て
抗
弁
権
を
行
使
し
た
と
い
う
事
実
が
、
原
告
・
被
告
の
、
ど
ち
ら
か
の
当
事
者
の
陳
述
の
中
に
現
わ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
事
実
に
基
づ
い
て
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
取
消
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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権
や
解
除
権
・
相
殺
権
な
ど
の
形
成
権
を
裁
判
外
に
お
い
て
行
使
し
た
場
合
と
同
じ
で
あ
る
（
一
五
八
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
や
留
置
権
・
保
証
人
の
抗
弁
権
な
ど
の
よ
う
に
、
裁
判
外
で
行
使
し
て
も
、
そ
の
場
限
り
の
効
力
し
か
有
し
な
い
一
時
的
・
延
期
的
抗
弁
権
は
、
相
手
方
が
訴
訟
を
起
し
た
場
合
、
被
告
が
裁
判
の
場
で
抗
弁
権
を
行
使
す
る
意
思
表
示
を
し
な
い
限
り
、
抗
弁
権
を
考
慮
し
て
裁
判
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
権
利
抗
弁
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
久
的（
永
続
的
）抗
弁
権
や
形
成
権
も
裁
判
外
で
行
使
し
て
い
な
け
れ
ば
、
相
手
方
が
訴
訟
を
起
し
た
場
合
に
、
被
告
が
裁
判
の
場
で
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
抗
弁
と
し
て
行
使
し
な
い
限
り
、
権
利
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
裁
判
所
に
分
か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
裁
判
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
点
は
、
原
告
の
請
求
を
阻
止
す
る
た
め
に
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
る
物
権（
例
え
ば
、
地
上
権
）や
債
権（
例
え
ば
、
賃
借
権
）を
被
告
が
有
し
て
い
て
も
、
裁
判
の
場
で
被
告
が
抗
弁
と
し
て
使
用
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
権
利
に
基
づ
い
て
裁
判
を
な
し
え
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
体
法
上
の
権
利（
物
権
・
債
権
・
形
成
権
・
抗
弁
権
）を
裁
判
の
場
で
、
被
告
が
原
告
の
請
求
を
理
由
の
な
い
も
の
と
す
る
た
め
の
抗
弁
と
し
て
行
使
す
る
の
が
権
利
抗
弁
で
あ
る
。
訴
訟
法
学
上
の
権
利
抗
弁
と
実
体
法
上
の
抗
弁
権
は
、
別
個
の
概
念
で
あ
る
が
、
右
に
見
た
よ
う
な
関
連
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
実
体
法
学
者
だ
け
で
な
く
民
訴
法
学
者
の
中
に
も
、
両
者
の
区
別
・
連
関
づ
け
に
苦
慮
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
体
法
上
の
抗
弁
権
と
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁（
と
り
わ
け
権
利
抗
弁
）の
違
い
と
関
連
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
実
体
法
上
の
抗
弁
権
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
訴
訟
法
学
上
の
抗
弁
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
が
十
分
に
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
関
す
る
存
在
効
果
説
と
行
使
効
果
説
の
無
用
な
対
立
も
止
揚
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
注（
一
五
八
）
同
旨
、
兼
子
・
注（
九
六
）実
体
法
七
七
頁
以
下
。
反
対
、
三
ヶ
月
・
注（
一
〇
一
）民
訴
法
二
七
八
頁
以
下
。
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未
完
﹈
抗弁権とは、どのような権利か（三）
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